ス カンジ ナヴ ィァの 遠い昔の 物語が、 アイスランド 

人の 口碑に 残って 伝えられ たの を、 十二 世紀の 終わり 

にスノ ルレ . スッ ー ル • ラ ソンと いう 人が 書き つづ つ 

た 記録が Heimskringla という 書物に な つ て 現代に 伝 

えられて いる。 その 一 部が 英訳され ている の をお もし 

ろそう だと 思って 買つ て 来た まま、 しばらく 手 を 触れ 

ないで 打つ ちゃ つ ておいた。 

ことしの 春の まだ 寒い ころであった。 毎日 床の 中に 

寝た きりで、 同じような 単調な 日 を 繰り返して いるう 

ちに、 ふと 思い出し てこの 本 を 読んで みた。 初めの 半 

分 は オラ— フ • トリ— グヴェ ス ソンと いう ノル ゥェ— 



の 王様の 一代記で、 後半 はや はり 同じ 国の 王であった 

が、 後に セント. オラ— フと 呼ばれた 英雄の 物語で あ 

る。 

さんだつ てんまつ 

大概 は 勇ましく また 殺伐な 戦闘 ゃ篡 奪の 顚末 である 

が、 それが ただの 歴史と はちがつて、 中に いろいろな 

対話が 簡潔な 含蓄の ある 筆で 写されて いたり、 繊細な 

心理が 素朴な 態度で うがたれ ていたり する の をお もし 

ろい と 思った。 それから 一 つの 特徴と して は、 王の 軍 

いくさ じせき 

中に 随行して、 時々 の 戦の 模様 や 王の 事蹟 を 即興 的 

に 歌った 詩人 (scalds) の 歌が ところどころに はさま 

れ ている 事で ある。 それが ために 物語 はいつ そう 古雅 



な 詩的な 興趣 を 帯びて いる。 

日本に 武士道が あるよう に、 北欧の 乱世に はや はり 

それなりの 武士道が あった。 名誉 や 信仰の 前に 生命 を 

じんあい 

塵埃の ように 軽んじた の は どこでも 同じで あつたと 見 

える。 女に も 烈婦が あった。 そして どことなく イブ セ 

ンの 描いた のに 似た ような 強い 女 も 出て 来た。 さすが 

にヮル キリ ー の 国 だと 思われた りした。 

オラ ー フ • トリ ー グヴェ ス ソンが 武運った なく 最後 

ふない くさ やしま だん うら いくさ 

を 遂げる 船 戦の 条は、 なんとなく 屋島ゃ 壇の 浦の 戦 

ちょうだ 

に 似通って いた。 王の 御座 船 「長蛇」 のま わりに は 敵 

の 小船が t 蝗 の ごとく 群がって、 投げ槍 や 矢が 飛びち 



みて 「弱い 弱い、 大王の 弓に は あまり 弱い」 と 言って 

弓 を 投げ捨て、 剣と 盾と を 取って 勇ましく 戦った。 I 

なすの よいち よしつ ね 

I 私 は 那須与 一 ゃ義 経の 弓の 話 を 思い出し たりした。 

私が この 物語 を 読んで いた 時に、 離れた 座敷で 長女 

が ピアノの 練習 を やって いるの が 聞こえて いた。 その 

ころ 習い 始めた メンデルス ゾ ー ンの 「春の 歌」 の、 左 

手で ひく 低音の ほう を 繰り返し 繰り返し さら つていた。 

八 分の 一 の 低音の 次に 八 分の 一 の 休止が あって その 次 

に 急速に 駆け上が る 飾 音の ついた 八 分の 一が 来る。 そ 

こで ペダルが 終わって 八 分の 一 の 休止の あとに また 同 

じょうな 律動が 繰り返される。 



この美し い 音楽の 波 は、 私が 読んで いる 千年 前の 

ふない くさ 

船 戦 の 幻像の 背景の ようにな つ て 絶え間なく つづ い 

て 行った。 音が 上がって 行く 時に 私の 感情 は 緊張して 

戦の 波 も 高ま つて 行った。 音楽の 波が 下が つ て 行く 時 

な 、p リ お R 

に 戦 も ゆるむ ように 思われた。 投げ槍 や 斧 を ふるう 勇 

土が、 皆 音楽に 拍子 を 合わせて いるよう に 思われた。 

い くさ 

そして 勇ましい この 戦の 幻 は 一種の 名状し 難い、 は 

かない、 うら 悲しい 心持ちの かすみの 奥に 動いて いる 

のであった。 

今 はこれ までとい うので、 王と 将軍の コ— ルビ オル 

ンは舷 から 海に おどり 入る。 エリックの 兵 は 急いで 



え 付けて 行 つ た 半生の 歴史 は それほど 私の 頭に 今 残 つ 

ていないが、 全盛の 頂上から 一 時に 墜落して ロシアに 

逃げ延び、 再びわず かな 烏 合の 衆 を 引き連れて ノル 

ゥェ ー へ 攻め込む あたりから がなん となく 心に しみて 

いる。 そのころ から 王の 周囲に は 一種の 神秘的な 影が 

つきまと つていて 不思議な 幻 を 見た リ、 さまざまな 

きせき 

奇蹟 を 現わして いる。 

い くさ 

スチ クレス タ ー ドの 野の 戦の 始まる 前に、 王 は 部 

下の 将卒の 団欒の 中で、 フィン • アル ネ ソンの ひざ を 

ま \ /ら 

枕 にして うたた 寝 をす る。 敵軍が 〔# 「敵軍が」 は 底本 

では 「敵 車が 匕 近寄る ので フィンが 呼び さます と、 「も 



が 赤くな つて、 戦の 終わる ころに は 夜の ように 暗く 

なった と 伝えられ ている。 天文学者の 計算に よると そ 

の 日に 日食 はな か つた はず だと いう 事で ある。 

戦い は 王に 不利であった。 …… 王 はト— レ. フン ド 

に 切りつ けたが、 魔法の 上着 は 切れなかった。 そして 

ト ー レの 着た とな か い の 皮からば つ と 塵が 飛び散 つ た。 

くま 

王 は 将軍の ピオ ルン (熊) に 「鋼鉄の かみつけ ない こ 

の 犬 (フン ド) はお 前が 仕 止めて くれ」 と 言った。 ビ 

オル ンは斧 を ふる つて その 背を鎚 にして 敵の 肩 を 打つ 

と フン ドは よろめいて 倒れん とした。 ト— ルス タイ 

ン • クナ— レス メドは 斧で 王 を 撃って 左の ひざの 上 を 



その後に も 長女 は 時々 同じ 曲の 練習 をして いた。 右 

手の ほうで ひいて いる メロ ディ だけ を 聞く とそれ は 前 

から 耳慣れた 「春の 歌」 であるが、 どうかして 左手ば 

いぐま とこ 

かりの 練習 をして いるの を 幾 間 か 隔てた 床の 中で 聞い 

ている と、 不思議に 前の 書中の 幻影が 頭の 中に よみが 

ふない くさ きせき 

えって 来て 船 戦 の 光景 や、 セント. オラ— フの 奇蹟が 

幾度と なく 現われて は 消え、 消えて は 現われた。 そし 

しちよ-つ 

て 音の 高低 や 弛 張に つれて 私の 情緒 も 波の ように 動い 

て 行った。 異国の 遠い昔に 対する あく がれの 心持ち や、 

英雄の 運命の 末 を はかなむ ような 心持ち や、 そう 言つ 

たような ものが、 なんとなく 春の 怨を 訴える ような 



「無 語 歌」 と 一 つに とけ 合って 流れ 漂って 行く ので あつ 

た。 

そして 今でも この 曲 を 聞く と、 蒲団の 外に 出して 書 

物 を ささえた 私の 指先に、 しみじみ しみ 込む ようで 

あった 春寒 を も 思い出す ので ある。 

(大正 十 年 一 月、 渋柿) 
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